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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート状に構成され、音声情報を記録、再生可能な音声情報記録／再生手段と、該音声
情報記録／再生手段を支持する支持シートと、該支持シートを表裏から挟み込み、該支持
シートと接着された２枚の表面シートとを有してなる音声メッセージ伝達シートにおいて
、
　前記２枚の表面シートの一方は、その表面に情報が印刷される情報表示領域を有し、
　前記音声情報記録／再生手段は、その一部が交換可能に構成され、
　前記支持シートは、前記２枚の表面シートのうち少なくとも前記一方の表面シートに対
して、剥離及び再貼着が可能に接着されているとともに、前記一方の表面シートが当該支
持シートから剥離された場合に前記音声情報記録／再生手段の交換可能な部材が表出する
ように当該音声情報記録／再生手段を支持することを特徴とする音声メッセージ伝達シー
ト。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声情報の記録及び再生が可能な音声メッセージ伝達シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ダイレクトメールやグリーティングカード等の送付物においては、発送元に
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おいて、発送される送付物が作成されるとともに送付物の発送先が指定され、その後、作
成された送付物が指定された発送先に送付されている。このように作成、発送される送付
物は、発送元から発送先に通知したい情報が掲載された印刷物が封筒に封入されて構成さ
れるものや、発送元から発送先に通知したい情報がはがき等のシートに印刷されて構成さ
れるもの等がある。
【０００３】
　送付物の発送先においては、送付されてきた送付物が受け取られた後、送付物に印刷さ
れた情報が閲覧されることにより、送付物の発送元にて通知したい情報が認識されること
になる。
【０００４】
　ところが、このように、送付物の発送元にて発送先に通知したい情報が印刷された送付
物が発送元から送付され、送付物の発送先において送付されてきた送付物に印刷された情
報が閲覧されることにより、送付物の発送元にて通知したい情報が発送先に伝達されるも
のにおいては、送付物の発送元における所望のメッセージを、視覚的にしか発送先に伝達
することができず、それにより、伝達可能な情報の種類が限定されてしまう。
【０００５】
　そこで、宛先情報等が印刷されるダイレクトメール本体上に、音声情報の記録及び再生
が可能な音声装置を搭載、貼付することにより、ダイレクトメールに音声装置を組み込み
、それにより、メッセージを音声によって伝達することができるように構成された情報所
持体が考えられている（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開平１１－７０７７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述したような音声装置が組み込まれてなる情報所持体においては、宛
先情報等が印刷されるダイレクトメール本体上に音声装置が搭載、貼付されてなる構成で
あるため、音声装置が貼付された領域の厚さが厚くなり、音声装置が組み込まれた状態で
宛先情報等を印刷することができないという問題点がある。そのため、上述したような情
報所持体においては、ダイレクトメール本体に宛先情報等が印刷された後に音声装置がダ
イレクトメール本体に搭載、貼付されている。
【０００７】
　また、ダイレクトメール本体上に音声装置が搭載、貼付され、かつ、その領域の厚さが
厚くなっているため、ダイレクトメールが折り曲げられたり、この領域に外力が加わった
りした場合に音声装置がダイレクトメール本体から剥がれてしまう虞れがある。また、ダ
イレクトメールを二つ折りやＺ折り等に折り畳む場合、音声装置が搭載された領域を避け
て折り畳まなければならず、音声装置が搭載される領域あるいは折り畳む際の折り線とな
る領域が限定されてしまうという問題点がある。
【０００８】
　そこで、本出願人は、シート状に構成され、音声情報を記録、再生可能な音声情報記録
／再生手段が２枚の支持シート及び表面シート間に組み込まれてなる音声メッセージ伝達
シートを発明し、既に出願している。この音声メッセージ伝達シートにおいては、シート
状の音声情報記録／再生手段が、その一部の領域のみにおいて２枚の支持シートに表裏か
ら挟み込まれ、さらにその２枚の支持シートを挟み込むように２枚の表面シートが２枚の
支持シートにそれぞれ接着されて構成されている。このような構成とすることにより、音
声情報記録／再生手段が内部に組み込まれながらも、音声情報記録／再生手段が組み込ま
れた領域とその他の領域との厚さの差が小さくなり、表面シートへの印刷を可能とするこ
とができる。
【０００９】
　ここで、上述した音声メッセージ伝達シートに組み込まれる音声情報記録／再生手段は
、内蔵された薄型電池によって駆動するが、この薄型電池は消耗品である。そのため、上
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述した音声メッセージ伝達シートのように、音声情報記録／再生手段を支持する支持シー
トが２枚の表面シートに挟み込まれて接着された構成では、薄型電池が消耗した場合でも
薄型電池を取り替えることができず、そのため、表面シートにメッセージが印刷されてい
るものの、音声情報記録／再生手段に記録された音声を再生することができなくなってし
まうという問題点がある。そこで、音声メッセージ伝達シートの側面に、薄型電池を取り
出すための穴を形成しておき、この穴を介して薄型電池を交換可能に構成することが考え
られるが、その場合、この穴から薄型電池が脱落してしまう虞れがあり、また、薄型電池
を容易に交換できるとは言い難い。また、表面シートや支持シートの側面の強度が弱くな
り、音声メッセージ伝達シートの送付途中において、表面シートや支持シートが破壊され
てしまう虞れがある。
【００１０】
　また、製造工程においては、支持シートに表面シートを接着する際に、支持シートに対
して表面シートの貼付位置がずれてしまった場合、支持シートと表面シートとを貼り直す
ことができず、無駄なコストが生じてしまうという問題点がある。
【００１１】
　また、音声情報記録／再生手段は、音声メッセージ伝達シートを構成する部材の中で部
材コストの割合が最も大きいが、音声情報記録／再生手段を支持する支持シートが表面シ
ートに接着されているため、表面シートのデザインを変えて再利用することができないと
いう問題点がある。
【００１２】
　本発明は、上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、
音声情報記録／再生手段を構成する部材を交換することができ、かつ、音声情報記録／再
生手段を再利用することができる音声メッセージ伝達シートを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために本発明は、
　シート状に構成され、音声情報を記録、再生可能な音声情報記録／再生手段と、該音声
情報記録／再生手段を支持する支持シートと、該支持シートを表裏から挟み込み、該支持
シートと接着された２枚の表面シートとを有してなる音声メッセージ伝達シートにおいて
、
　前記２枚の表面シートの一方は、その表面に情報が印刷される情報表示領域を有し、
　前記音声情報記録／再生手段は、その一部が交換可能に構成され、
　前記支持シートは、前記２枚の表面シートのうち少なくとも前記一方の表面シートに対
して、剥離及び再貼着が可能に接着されているとともに、前記一方の表面シートが当該支
持シートから剥離された場合に前記音声情報記録／再生手段の交換可能な部材が表出する
ように当該音声情報記録／再生手段を支持する。
【００１４】
　上記のように構成された本発明においては、支持シートによって支持されている音声情
報記録／再生手段を構成する部材、例えば、薄型電池を交換する場合、表面シートと支持
シートとを剥離し、薄型電池を表出させて交換する。また、支持シートによって支持され
ている音声情報記録／再生手段は、支持シートを表面シートから剥離することにより、表
面シートを取り替えて再利用が可能となる。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように本発明においては、音声情報を記録、再生可能な音声情報記録／再
生手段を支持する支持シートが、この支持シートを表裏から挟み込んだ２枚の表面シート
のうち少なくとも一方の表面シートに対して、剥離及び再貼着が可能に接着されているた
め、音声情報記録／再生手段を構成する部材を交換することができ、かつ、音声情報記録
／再生手段を再利用することができる。また、製造工程においては、支持シートに表面シ
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ートを接着する際に、支持シートに対して表面シートの貼付位置がずれてしまった場合に
おいても、支持シートと表面シートとを貼り直すことができ、無駄なコストが生じてしま
うことがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１７】
　（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の音声メッセージ伝達シートの第１の実施の形態を示す図であり、（ａ
）は表面から見た図、（ｂ）は内部構造を示す図、（ｃ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面
図である。また、図２は、図１に示した音声メッセージ伝達シート１の積層状態を示す図
である。
【００１８】
　本形態は図１及び図２に示すように、音声情報の記録及び再生が可能なシート状の音声
情報記録／再生部３０が、紙基材等の柔軟性を有し、かつ薄型の基材からなる２枚の支持
シート２０ａ，２０ｂに挟まれ、また、音声情報記録／再生部３０が挟まれた支持シート
２０ａ，２０ｂが、その外形が支持シート２０ａ，２０ｂと同一形状であって、紙基材等
の柔軟性を有し、かつ薄型の基材からなる２枚のシート基材である表面シート１０ａ，１
０ｂに挟まれて構成されている。なお、２枚の支持シート２０ａ，２０ｂ及び音声情報記
録／再生部３０は、支持シート２０ａ，２０ｂの対向する面に塗布された粘着剤６１によ
って互いに接着されており、また、表面シート１０ａ，１０ｂと支持シート２０ａ，２０
ｂとは、支持シート２０ａ，２０ｂの表面シート１０ａ，１０ｂと対向する面に塗布され
た粘着剤６０ａ，６０ｂによってそれぞれ互いに接着されている。また、表面シート１０
ａの支持シート２０ａと対向する面の全面には、シリコン等からなる剥離剤５０が塗布さ
れており、この剥離剤５０と支持シート２０ａに塗布された粘着剤６０ａとによって、表
面シート１０ａと支持シート２０ａとが、剥離及び再貼着可能に接着されている。
【００１９】
　また、音声情報記録／再生部３０は、ピエゾ素子４１、振動板４２及び後述するフィル
ムシートからなりシート状に構成されて音声情報を入出力するための音声情報入出力部４
０と、音声情報入出力部４０を介して入力された音声情報が記録されるメモリ領域を具備
する薄型のＩＣチップ３４やコンデンサ、抵抗等の回路素子、並びにスイッチ３３ａ，３
３ｂが搭載された音声基板３２と、音声基板３２に電源を供給するための柔軟性を有して
なるペーパー電池３１と、ペーパー電池３１を音声基板３２に電気的に接続するための電
池接続部材３６とから構成されており、さらに、音声基板３２には、外部からＩＣチップ
３４に音声情報を入力したり、ＩＣチップ３４に記録された音声情報を外部に出力したり
するための接続端子３５が設けられている。これにより、音声情報記録／再生部３０は、
シート状に構成されている。ここで、音声基板３２においては、柔軟性を有し、かつ薄型
の繊維強化プラスチック（ＦＲＰ）やポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリイミ
ドあるいはリードフレーム等からなる基板に、異方性導電性接着剤（ＡＣＰ）や異方性導
電性フィルム（ＡＣＦ）あるいはワイヤボンディング等によってＩＣチップ３４が接合さ
れている。また、ＩＣチップ３４は、音声情報入出力部４０を介して入力された音声情報
をメモリ領域に記録し、また、メモリ領域に記録された音声情報を音声情報入出力部４０
を介して出力する制御を行う。また、スイッチ３３ａは、ＩＣチップ３４のメモリ領域に
記録された音声情報を音声情報入出力部４０を介して出力する際に操作されるものであり
、また、スイッチ３３ｂは、音声情報入出力部４０を介して入力された音声情報をＩＣチ
ップ３４のメモリ領域に記録する際に操作されるものである。また、電池接続部材３６は
、ペーパー電池３１の正極と負極とに接続されており、音声基板３２上に設けられたパタ
ーン（不図示）上に搭載され、例えば、ボタン形状等の接合手段（不図示）によってこの
パターンと接合されることにより、音声基板３２とペーパー電池３１とを電気的に接続す
る。
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【００２０】
　また、支持シート２０ａにおいては、音声情報記録／再生部３０と積層された場合に、
ペーパー電池３１及び電池接続部材３６、スイッチ３３ａ，３３ｂ、ＩＣチップ３４、並
びに音声情報入出力部４０と対向する領域に穴２１ａ，２２，２３，２４ａがそれぞれ形
成されており、また、支持シート２０ｂにおいては、音声情報記録／再生部３０と積層さ
れた場合に、ペーパー電池３１及び電池接続部材３６、並びに音声情報入出力部４０と対
向する領域に穴２１ｂ，２４ｂがそれぞれ形成されている。
【００２１】
　このように、支持シート２０ａの、ペーパー電池３１及び電池接続部材３６、スイッチ
３３ａ，３３ｂ、ＩＣチップ３４、並びに音声情報入出力部４０と対向する領域に穴２１
ａ，２２，２３，２４ａがそれぞれ形成され、また、支持シート２０ｂの、ペーパー電池
３１及び電池接続部材３６、並びに音声情報入出力部４０と対向する領域に穴２１ｂ，２
４ｂがそれぞれ形成されることにより、ペーパー電池３１及び電池接続部材３６、スイッ
チ３３ａ，３３ｂ、ＩＣチップ３４、並びに音声情報入出力部４０が設けられている領域
と他の領域とで厚さの差が小さくなり、それにより、表面シート１０ａ，１０ｂを容易に
貼付、剥離することができるとともに、表面シート１０ａ，１０ｂの貼付後の平坦性が向
上し、表面シート１０ａ，１０ｂ上に情報を容易に印刷することができるようになる。
【００２２】
　図３は、図１及び図２に示した支持シート２０ａ，２０ｂと音声情報記録／再生部３０
とを積層した状態を示す図であり、（ａ）は支持シート２０ａと音声情報記録／再生部３
０とを積層した状態を示す図、（ｂ）は支持シート２０ｂと音声情報記録／再生部３０と
を積層した状態を示す図である。
【００２３】
　図３（ａ）に示すように、支持シート２０ａのペーパー電池３１及び電池接続部材３６
と対向する領域に形成された穴２１ａはペーパー電池３１及び電池接続部材３６よりも大
きく、また、スイッチ３３ａ，３３ｂと対向する領域に形成された穴２２はスイッチ３３
ａ，３３ｂを含むように、また、ＩＣチップ３４と対向する領域に形成された穴２３はＩ
Ｃチップ３４よりも大きく、また、音声情報入出力部４０と対向する領域に形成された穴
２４ａは音声情報入出力部４０よりも大きくなっている。
【００２４】
　また、図３（ｂ）に示すように、支持シート２０ｂのペーパー電池３１及び電池接続部
材３６と対向する領域に形成された穴２１ｂはペーパー電池３１よりも大きく、また、音
声情報入出力部４０と対向する領域に形成された穴２４ｂは音声情報入出力部４０よりも
小さくなっている。
【００２５】
　これにより、音声情報記録／再生部３０は、２枚の支持シート２０ａ，２０ｂによって
一部のみが表裏から挟み込まれるように積層され、支持シート２０ａ，２０ｂの対向する
面に塗布された粘着剤６１によって固定、支持されている。また、２枚の支持シート２０
ａ，２０ｂが音声情報記録／再生部３０を挟んで互いに接着された状態であっても、ペー
パー電池３１が電池接続部材３６に接続された状態で穴２１ａを介して取り出すことがで
きる。
【００２６】
　また、２枚の表面シート１０ａ，１０ｂのうち、支持シート２０ａの穴２２，２３を介
してスイッチ３３ａ，３３ｂ及びＩＣチップ３４と対向する側の表面シート１０ａにおい
ては、この音声メッセージ伝達シート１を郵送する場合に宛先情報等が印刷される情報表
示領域２が設けられている。また、支持シート２０ａの穴２２を介してスイッチ３３ａと
対向する領域にはスイッチ３３ａを操作するための再生ボタン３ａを示す印刷が施され、
また、支持シート２０ａの穴２２を介してスイッチ３３ｂと対向する領域にはスイッチ３
３ｂを操作するための録音ボタン３ｂを示す印刷が施され、また、支持シート２０ａの穴
２４ａを介して音声情報入出力部４０と対向する領域には、音声情報入出力部４０を介し
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て音声を入力したり音声情報入出力部４０から出力された音声を外部に出力したりするた
めの微細な開口穴が羅列されてなる音声入出力領域４が形成されている。このように微細
な開口穴が羅列されてなる音声入出力領域４が形成されているため、音声情報入出力部４
０が表裏を表面シート１０ａ，１０ｂで覆われた状態であっても、音声情報入出力部４０
から出力される音量の低下を補うことができる。なお、音声入出力領域４においては、例
えば、レーザ加工によって、０．１ｍｍ径の穴が縦横１．５ｍｍ間隔で形成されている。
そのため、抜き加工や針等によって穴を形成する場合と比べてバリが発生せず、その後そ
のバリによって穴が塞がれてしまうことはない。また、図１においては、情報表示領域２
が音声入出力領域４上に設けられていないが、実際は、表面シート１０ａの全面に再生ボ
タン３ａ及び録音ボタン３ｂを含めて情報が印刷されることになるため、情報表示領域２
が音声入出力領域４上に設けられることも考えられる。また、再生ボタン３ａ及び録音ボ
タン３ｂにおいては、印刷によって表面シート１０ａ上に設けておかず、表面シート１０
ａに情報が印刷された後に、スイッチ３３ａ，３３ｂに対向する領域にそれぞれシールを
貼付することによって設けることも考えられる。
【００２７】
　ここで、上記のように構成された音声メッセージ伝達シート１においては、上述したよ
うに、音声情報記録／再生部３０が、２枚の支持シート２０ａ，２０ｂによってその一部
のみが表裏から挟み込まれるように積層され、支持シート２０ａ，２０ｂの対向する面に
塗布された粘着剤６１によって互いに接着されるが、支持シート２０ａ，２０ｂには、音
声情報記録／再生部３０のペーパー電池３１及び電池接続部材３６、スイッチ３３、ＩＣ
チップ３４、並びに音声情報出力部４０と対向する領域に穴２１ａ，２１ｂ，２２，２３
，２４ａ，２４ｂがそれぞれ形成されているため、支持シート２０ａ，２０ｂと音声情報
記録／再生部３０とを積層する際、支持シート２０ａに形成された穴２１ａ，２２，２３
，２４ａと、支持シート２０ｂに形成された穴２１ｂ，２４ｂとの位置合わせを正確に行
う必要がある。
【００２８】
　そこで、支持シート２０ａ，２０ｂを、１枚のシートから構成しておき、この１枚のシ
ートを折り畳むことにより２枚の支持シート２０ａ，２０ｂを構成し、それにより、支持
シート２０ａに形成された穴２１ａ，２２，２３，２４ａと、支持シート２０ｂに形成さ
れた穴２１ｂ，２４ｂとの位置合わせを正確に行うことが考えられる。
【００２９】
　図４は、図１及び図２に示した２枚の支持シート２０ａ，２０ｂを１枚のシートから構
成した場合の一例を示す図であり、（ａ）はその構成を示す図、（ｂ）は（ａ）に示した
折り線２５を介して折り畳む際の状態を示す図である。
【００３０】
　図４に示すように、図１及び図２に示した２枚の支持シート２０ａ，２０ｂを、ハーフ
カット加工や型押し等によって形成された折り線２５を介して互いに連接された構成とし
、この２枚の支持シート２０ａ，２０ｂの間に音声情報記録／再生部３０を挟み込むよう
に支持シート２０ａ，２０ｂを折り線２５を介して折り畳み、支持シート２０ａ，２０ｂ
の対向する面に塗布された粘着剤６１によって音声情報記録／再生部３０を固定、支持す
る。これにより、支持シート２０ａに形成された穴２１ａ，２２，２３，２４ａと、支持
シート２０ｂに形成された穴２１ｂ，２４ｂとの位置合わせが正確に行われることになる
。
【００３１】
　以下に、音声情報入出力部４０の構成について詳細に説明する。
【００３２】
　図５は、図１に示した音声情報入出力部４０の構成を説明するための図であり、図１に
示した音声メッセージ伝達シート１の音声情報入出力部４０周辺の断面図である。
【００３３】
　本形態における音声情報入出力部４０は図５に示すように、柔軟性を有し、ＩＣチップ
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３４に記録された音声情報が出力されるスピーカであるピエゾ素子４１と、柔軟性を有し
、ピエゾ素子４１の一方の面に貼付されたフィルムシート４３と、フィルムシート４３に
貼付されてピエゾ素子４１の周囲に設けられ、柔軟性を有し、ピエゾ素子４１の振動を増
幅させるためのスチレンペーパー等からなる振動板４２とから構成されている。ここで、
フィルムシート４３の径は、ピエゾ素子４１の径よりも大きく構成されており、それによ
り、ピエゾ素子４１をフィルムシート４３に貼付すると、フィルムシート４３のピエゾ素
子４１が貼付された面においては、ピエゾ素子４１が貼付されずに露出した領域がピエゾ
素子４１周辺に残る。また、振動板４２は、ピエゾ素子４１の径よりも大きく、かつフィ
ルムシート４３の径よりも小さな径の穴を有する構成となっており、それにより、フィル
ムシート４３のピエゾ素子４１が貼付された面に対して、この穴にピエゾ素子４１が入り
込むように振動板４２をフィルムシート４３のみに貼付することができる。そして、この
振動板４２は、フィルムシート４３が貼付された面のうちフィルムシート４３が貼付され
ていない領域のみにて、支持シート２０ｂに塗布された粘着剤６１によって支持シート２
０ｂと接着されている。これにより、音声情報入出力部４０が設けられた領域の厚さが厚
くなってしまうことがなくなるとともに、音声情報入出力部４０が表面シート１０ａ，１
０ｂに接着されずに固定されることになるため、ピエゾ素子４１及び振動板４２の振動が
妨げられることがなくなる。
【００３４】
　以下に、スイッチ３３ａ，３３ｂ周辺の構造について詳細に説明する。
【００３５】
　図６は、図１に示した音声メッセージ伝達シート１のスイッチ３３ａ周辺の断面図であ
る。
【００３６】
　図１に示したスイッチ３３ａ，３３ｂは柔軟性を有するものである。また、図６に示す
ように、スイッチ３３ａ，３３ｂが搭載された領域の支持シート２０ａ，２０ｂにおいて
は、支持シート２０ａのみがスイッチ３３ａ，３３ｂと対向する領域に穴２２が形成され
ているため、スイッチ３３ａ，３３ｂ周辺においては、２枚の支持シート２０ａ，２０ｂ
によって音声基板３２が挟み込まれて固定されている一方、音声基板３２のスイッチ３３
ａ，３３ｂが搭載された領域においては、１枚の支持シート２０ｂ上に音声基板３２が搭
載されて支持シート２０ｂに塗布された粘着剤６１によって固定された構成となっている
。ここで、スイッチ３３ａ，３３ｂの高さを支持シート２０ａの厚さよりも低いものとす
れば、スイッチ３３ａ，３３ｂは、スイッチ３３ａ，３３ｂの高さよりも厚い支持シート
２０ａに周辺を囲まれたような状態となり、それにより、外部から不可抗力が加わった場
合にスイッチ３３ａ，３３ｂが操作されてしまうことが回避されるようになる。これによ
り、音声メッセージ伝達シートが、例えば、郵便番号による宛先振り分け装置（郵便区分
機）を通過する際等、搬送されている状態にて再生ボタン３ａが押下されてしまい、ペー
パー電池３１が無駄に消耗してしまったり、録音ボタン３ｂが押下されてしまい、ＩＣチ
ップ３４に記録された音声情報が上書きされて消去されてしまったりすることを回避する
ことができるようになる。
【００３７】
　以下に、上記のように構成された音声メッセージ伝達シート１の使用方法について説明
する。
【００３８】
　まず、音声情報の記録／再生方法について説明する。
【００３９】
　音声メッセージ伝達シート１に音声情報を記録する場合は、表面シート１０ａに印刷さ
れた録音ボタン３ｂを押下しながら、伝達したい音声メッセージを音声入出力領域４を介
して入力すると、入力された音声メッセージが音声情報入出力部４０を介してＩＣチップ
３４に記録される。
【００４０】
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　その後、表面シート１０ａに印刷された再生ボタン３ａを押下すると、ＩＣチップ３４
に記録された音声メッセージが音声情報入出力部４０から音声入出力領域４を介して出力
される。
【００４１】
　また、その後、再度、表面シート１０ａに印刷された録音ボタン３ｂを押下しながら、
伝達したい音声メッセージを音声入出力領域４を介して入力すると、入力された音声メッ
セージが音声情報入出力部４０を介してＩＣチップ３４に記録され、ＩＣチップ３４に記
録された音声メッセージが書き換えられることになる。
【００４２】
　次に、ペーパー電池３１の交換方法について説明する。
【００４３】
　図７は、図１に示した音声メッセージ伝達シート１におけるペーパー電池３１の交換方
法を説明するための図である。
【００４４】
　まず、表面シート１０ａと支持シート２０ａとを剥離する。表面シート１０ａと支持シ
ート２０ａとは、支持シート２０ａに塗布された粘着剤６０ａと表面シート１０ａに塗布
された剥離剤５０とによって剥離可能に接着されているため、表面シート１０ａや支持シ
ート２０ａが破壊されることなく剥離される。すると、支持シート２０ａが表出するが、
支持シート２０ａにおいては、支持シート２０ｂとの間にてペーパー電池３１及び電池接
続部材３６を挟み込んだ領域に、ペーパー電池３１及び電池接続部材３６よりも大きな穴
２１ａが形成されているため、この穴２１ａを介してペーパー電池３１及び電池接続部材
３６が表出する（図７（ａ））。
【００４５】
　この状態において、ペーパー電池３１及び電池接続部材３６を、穴２１ａを介して音声
基板３２から取り外す（図７（ｂ））。なお、電池接続部材３６は、上述したように、ボ
タン形状等の接合手段によって音声基板３２に接合されているため、音声基板３２から容
易に取り外すことができる。
【００４６】
　次に、新しいペーパー電池３１及びこれに接続された電池接続部材３６を音声基板３２
上に搭載し、ペーパー電池３１と音声基板３２とを電池接続部材３６によって電気的に接
続する（図７（ｃ））。この際も、電池接続部材３６によって音声基板３２とペーパー電
池３１とを容易に接続することができる。
【００４７】
　その後、表面シート１０ａを支持シート２０ａ上に重ね合わせ、支持シート２０ａに塗
布された粘着剤６０ａによってこれらを再び接着する（図７（ｄ））。表面シート１０ａ
と支持シート２０ａとは、支持シート２０ａに塗布された粘着剤６０ａと表面シート１０
ａに塗布された剥離剤５０とによって剥離及び再貼着可能に接着されていたため、剥離し
た後でも再び接着することができる。
【００４８】
　上述したように本形態においては、表面シート１０ａと支持シート２０ａとが剥離及び
再貼着が可能に接着されているため、支持シート２０ａ，２０ｂによって支持されたペー
パー電池３１を容易に交換することができ、また、表面シート１０ａのデザインを変えて
、音声情報記録／再生部３０を再利用することができる。また、製造工程において、支持
シート２０ａに表面シート１０ａを接着する際に、支持シート２０ａに対して表面シート
１０ａの貼付位置がずれてしまった場合においても、支持シート２０ａと表面シート１０
ａとを貼り直すことができず、無駄なコストが生じてしまうことがなくなる。
【００４９】
　なお、本形態においては、表面シート１０ａの支持シート２０ａと対向する面の全面に
剥離剤５０が塗布されており、それにより、表面シート１０ａと支持シート２０ａとが、
剥離及び再貼着可能に接着されているが、表面シート１０ａとしてシリコン等の剥離性物
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質が混合したものを用いることや、表面シート１０ａと支持シート２０ａとを接着するた
めに支持シート２０ａに塗布する粘着剤６０ａを、剥離及び再貼着可能なものとすること
によって、表面シート１０ａと支持シート２０ａとを剥離及び再貼着可能に接着すること
も考えられる。これらの場合は、表面シート１０ａの支持シート２０ａと対向する面に剥
離剤５０を塗布しておく必要はない。
【００５０】
　また、表面シート１０ａのみならず、表面シート１０ｂの支持シート２０ｂと対向する
面にも剥離剤を塗布し、それにより、表面シート１０ｂと支持シート２０ｂとを剥離及び
再貼着可能に接着する構成とすることも考えられる。
【００５１】
　（第２の実施の形態）
　図８は、本発明の音声メッセージ伝達シートの第２の実施の形態を示す図であり、（ａ
）は表面から見た図、（ｂ）は内部構造を示す図、（ｃ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面
図である。また、図９は、図８に示した音声メッセージ伝達シート１０１の積層状態を示
す図である。
【００５２】
　図８及び図９に示すように、支持シート２０ａ，２０ｂの表面シート１０ａ，１０ｂと
対向する面にシリコン等からなる剥離剤１５０ａ，１５０ｂをそれぞれ塗布するとともに
、表面シート１０ａ，１０ｂの支持シート２０ａ，２０ｂと対向する面に粘着剤１６０ａ
，１６０ｂをそれぞれ塗布し、それにより、表面シート１０ａ，１０ｂと支持シート２０
ａ，２０ｂとが剥離及び再貼着可能に接着されている構成とすることも考えられる。
【００５３】
　なお、本形態においては、支持シート２０ａ，２０ｂの表面シート１０ａ，１０ｂと対
向する面の全面に剥離剤１５０ａ，１５０ｂがそれぞれ塗布されており、それにより、表
面シート１０ａ，１０ｂと支持シート２０ａ，２０ｂとが、それぞれ剥離及び再貼着可能
に接着されているが、支持シート２０ａ，２０ｂとしてシリコン等の剥離性物質が混合し
たものを用いることや、表面シート１０ａ，１０ｂと支持シート２０ａ，２０ｂとを接着
するために表面シート１０ａ，１０ｂにそれぞれ塗布する粘着剤１６０ａ，１６０ｂを、
剥離及び再貼着可能なものとすることによって、表面シート１０ａ，１０ｂと支持シート
２０ａ，２０ｂとを剥離及び再貼着可能に接着することも考えられる。これらの場合は、
支持シート２０ａ，２０ｂの表面シート１０ａ，１０ｂと対向する面に剥離剤１５０ａ，
１５０ｂをそれぞれ塗布しておく必要はない。
【００５４】
　また、上述した２つの実施の形態においては、音声情報記録／再生部３０が２枚の支持
シート２０ａ，２０ｂに挟み込まれ、支持シート２０ａ，２０ｂの対向する面に塗布され
た粘着剤６１によって固定、支持されているが、１枚の支持シート上に音声情報記録／再
生部３０を搭載し、この支持シートによって音声情報記録／再生部３０を支持した状態で
、これらを２枚の表面シートで挟み込む構成とすることも考えられる。その場合、２枚の
表面シートのうち、支持シートの音声情報記録／再生部３０が搭載された側となる表面シ
ートと支持シートとを、剥離及び再貼着が可能に接着することになる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の音声メッセージ伝達シートの第１の実施の形態を示す図であり、（ａ）
は表面から見た図、（ｂ）は内部構造を示す図、（ｃ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図
である。
【図２】図１に示した音声メッセージ伝達シートの積層状態を示す図である。
【図３】図１及び図２に示した支持シートと音声情報記録／再生部とを積層した状態を示
す図である。
【図４】図１及び図２に示した２枚の支持シートを１枚のシートから構成した場合の一例
を示す図であり、（ａ）はその構成を示す図、（ｂ）は（ａ）に示した折り線を介して折
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り畳む際の状態を示す図である。
【図５】図１に示した音声情報入出力部の構成を説明するための図である。
【図６】図１に示した音声メッセージ伝達シートのスイッチ周辺の断面図である。
【図７】図１に示した音声メッセージ伝達シートにおけるペーパー電池の交換方法を説明
するための図である。
【図８】本発明の音声メッセージ伝達シートの第２の実施の形態を示す図であり、（ａ）
は表面から見た図、（ｂ）は内部構造を示す図、（ｃ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図
である。
【図９】図８に示した音声メッセージ伝達シートの積層状態を示す図である。
【符号の説明】
【００５６】
　１，１０１　　音声メッセージ伝達シート
　２　　情報表示領域
　３ａ　　再生ボタン
　３ｂ　　録音ボタン
　４　　音声入出力領域
　１０ａ，１０ｂ　　表面シート
　２０ａ，２０ｂ　　支持シート
　２１ａ，２１ｂ，２２，２３，２４ａ，２４ｂ　　穴
　２５　　折り線
　３０　　音声情報記録／再生部
　３１　　ペーパー電池
　３２　　音声基板
　３３ａ，３３ｂ　　スイッチ
　３４　　ＩＣチップ
　３５　　接続端子
　３６　　電池接続部材
　４０　　音声情報入出力部
　４１　　ピエゾ素子
　４２　　振動板
　４３　　フィルムシート
　５０，１５０ａ，１５０ｂ　　剥離剤
　６０ａ，６０ｂ，１６０ａ，１６０ｂ　　粘着剤
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